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コロナ禍における行動は行動経済学から説明できるのか 

 

 

高橋義明a 

 

 

要約 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミック下では感染拡大への対応として

個人は様々な意思決定を行う必要があった. そこには行動経済学が着目する意思決定の特

性と関係していると想定される. 特に COVID-19 のような感染症はリスクに対してはリス

ク耐性との関係が想定される.本稿ではリスク耐性とコロナ陽性、マスク着用、外食行動、

旅行行動の４つについてロジット分析により検証した. 

分析の結果、リスク耐性の降水確率とコロナ陽性、マスク未着用とも有意にならなかった。

これは感染が必ずしもリスクテイキング行動の結果ばかりではないためと考えられる。陽

性患者のみを対象に分析したところ、マスク未着用が旅行と有意となった。つまり、マスク

をほとんど日常付けない者が感染前に旅行に行っていることが分かった。また、これまで感

染したことがない者の中でも降水確率が高くないと傘を持っていかない者は GoTo トラベ

ルや GoToイートを利用していることが明らかになった。本稿のようにコロナ禍のリスク行

動の要因を探ることは行動をナッジする上でも重要な知見となろう。 
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1. イントロダクション 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミック下では感染拡大への対応として

個人は様々な意思決定を行う必要があった. 外出するか否か、マスクを付けるか否か、飲食

はレストランでするべきか否か、旅行・帰省はすべきか否か、など通常であれば気にもかけ

ない意思決定がコロナ禍では重要になった. そこには行動経済学が着目する意思決定の特

性と関係していると想定される. 特に COVID-19 のような感染リスクが存在する中で、リ

スク耐性との関係が想定される. 本稿ではリスク耐性とコロナ陽性、マスク着用、外食行動、

旅行行動の４つについて検証した. 

 

2. 先行研究 

 COVID-19 に関する行動経済学の研究としては行動経済学の知見を活かして感染予防行

動を促すものが大半である（ワクチン接種：Saleska & Choi 2021 など）。一方、本稿と同

様にリスク耐性とリスク行動の関係を検証した研究は Guenther, Galizzi & Sanders 

(2021)のみであった。彼らはリスク許容度として４つのリスク行動を、コロナ禍のリスク

行動はマスク着用の上での実際の行動の有無をイギリスでのオンライン調査で調べてい

る。結果としてマスク着用しているからリスク行動をすることはなく、リスク許容度が高

い者がリスク行動を取ることを明らかにした。 

 

3. データ・分析結果 

3.1. データ 

中曽根平和研究所が 2021 年に行った２つのデータを使用する. １つ目は 2〜3 月に実施

した「一般向け調査」、2 つ目は 3 月に実施した「陽性患者調査」（以下、「患者調査」）であ

る（n= 7,689）. 傘を持っていく「降水確率」（0〜100％）を両調査で質問しており、リス

ク耐性の指標とする. また、コロナ陽性については調査時点までの感染経験を尋ねた. マス

ク着用については一般向けにはよく使うマスクの種類、着用の場面について質問し、陽性患

者には感染前の 2 週間において使用していたマスクの着用の場面について質問した. 具体

定にはマスク着用の場面は「外出時は常時マスク」、「屋内（職場や学校、店内など）ではマ

スクをするが、屋外でも人が多いときはマスク」、「屋内（職場や学校、店内など）ではマス

クをするが、屋外ではマスクを外している」、「屋内・屋外どちらもあまりマスクをしていな

い」の４項目からの選択とした. 「屋内・屋外どちらもあまりマスクをしていない」を 1 と

する「マスク未着用」とした. 外食行動、旅行行動については一般向けには GoToイートの

利用頻度（「全く利用していない」から「10 回以上利用した」）、GoTo トラベルの利用頻度

（「全く利用していない」から「9 回以上利用した」）、陽性患者には感染前の 2週間におけ
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る外食の有無（「まったく外食していない」、「一人で外食した」、「複数人数で外食した」）、

旅行・帰省の有無（「出かけた」「出かけていない」）を尋ねた. 「全く利用していない」「ま

ったく外食していない」「出かけていない」を 1 としたダミー変数とした。 

以上のデータから被説明変数は感染の有無、マスク着用の有無、外食・旅行の有無とし、

説明変数は傘を持っていく降水確率、コントロール変数は性別、年齢、居住都道府県などと

した. 解析はロジット分析で行い、R version 4.2.3 を使用した. 

 

3.2. 分析結果 

 まずサンプル全体で性別、年齢、居住地域をコントロールした上でリスク耐性の降水確率

とコロナ陽性、マスク未着用の関係をみてみるといずれも有意とならなかった（表１）. 

 

表１：ロジット分析（全体） 

 

 陽性者をサブサンプルとして、感染前２週間に旅行・出張あり、外食なしとリスク耐性

との関係をみたところ、いずれも有意とならなかった（表 2）。ただし、旅行ありに関して

は、マスク未着用がプラスに有意となった。出張ありは符号はプラスだが、有意にはなら

なかった。 

表 2：ロジット分析（陽性患者） 

 
 

 陽性患者以外をサブサンプルに GoTo トラベル、GoToイート利用なしとリスク耐性との

関係をみてみたところ、降水確率がいずれもマイナスで有意となった。また、GoTo トラ
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ベル利用なしではマスク未着用がプラスに有意となった。 

 

表 3：ロジット分析（非陽性患者） 

 
 

4. 考察 

 サンプル全体でリスク耐性の降水確率とコロナ陽性、マスク未着用とも有意にならなか

った。この点は感染は必ずしもリスクテイキング行動の結果ばかりではないためと考えら

れる。陽性者の行動については降水確率はいずれも有意にならなかったが、マスク未着用が

旅行と有意となった。これは出張が必ずしも自分の意思だけで行く訳ではないのに対して

旅行は自分の意思が大きく関わるためと考えられる。一方、非陽性者の行動については降水

確率が有意となり、降水確率が高くないと傘を持っていかない者は GoTo トラベルや GoTo

イートを利用していることが明らかとなった。 

コロナ禍のリスク行動の要因を探ることは行動をナッジする上でも重要な知見となろう。 
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